様式４（Ａ４版）

専任教員履歴･業績調書
(その1)

	履　　　　　　歴　　　　　　書

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),氏　)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),　名)
	
	男・女
	生年月日(年齢)
	(満　　才)

	現住所
	

	学　　　　　歴

	年　月
	事　　　　　項

	
	

	職　　　　　歴

	年　月
	事　　　　　項

	
	

	学会及び社会における活動等

	年　月
	事　　　　　項

	
	

	賞　　　　　罰

	年　月
	事　　　　　項

	
	

	上記のとおり相違ありません。　　　　　

年　　　月　　　日

氏名　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　


(注)
１．｢生年月日(年齢)｣の欄については、開設時の満年齢を記入し、また、就任予定年月については、当該申請に係る学部、学科等への就任予定の年月を記入すること。
２．「学歴」の欄には、大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上と認められる学校卒業以上の学歴を有する者は、これらの学歴（学位及び称号を含む。）のすべてについて記入し、その他の者は、最終学歴について記入すること。

３．「職歴」の欄には、職歴のすべてについて記入し、職名、地位等についても明記すること。また、「教育歴」については、括弧内で主な担当科目を必ず記入すること。
４．「学会及び社会における活動」の欄には、本人の専攻、研究分野等に関連した事項について記入すること。また、教育研究上の業績を有する場合は、その内容を具体的に記入すること。
５．この書類には、当該教員が審査を受ける当該科目について、その内容を記載した書類（様式3Ｓ）を添付すること。

６．「氏名」の欄の㊞は、本人の署名をもって代えることができる。
(その２)

	教育研究業績調書

年　　　月　　　日　　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　

	教育上の能力に関する事項
	年　月　日
	概　　　　　要

	１　教育方法の実践例
	
	

	２　作成した教科書、教材
	
	

	３　当該教員の教育上の能力に関する大学等の評価
	
	

	４　実務家教員についての特記事項
	
	

	５　その他
	
	

	職務上の実績に関する事項
	年　月　日
	概　　　　　要

	１　資格、免許
	
	

	２　特許等
	
	

	３　実務家教員についての特記事項
	
	

	４　その他
	
	

	著書、学術論文の名称
	単著、共著の別
	発行又は発表の年月
	発行所、発表雑誌等又は発表学会等の名称
	概　　　　要

	(著書)
１

２

３


	
	
	
	

	(学術論文)
１

２

３


	
	
	
	

	(その他)
１

２

３
	
	
	
	


(注)

１．この書類は、担当授業科目等に関連する教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項及び主要な著書、学術論文等(発行又は発表が予定されているものを含む。)について作成すること。

２．「教育上の能力に関する事項」の「５　その他」欄には、１から４に該当するもの以外の事項について幅広く記入すること。

３．「職務上の実績に関する事項」の「４　その他」欄には、１から３以外に該当するもの以外の事項について幅広く記入すること。

４．「著書、学術論文等の名称」の欄には、著書、学術論文及びその他の順に、それぞれ年月順に、番号を付して記入すること。

５．「概要」の欄には、教育上の能力に関する事項、職務上の実績に関する事項及び著書、学術論文等の概要について、教育上の能力に関する事項の各欄、職務上の実績に関する事項及び各著書、各学術論文等ごとに少なくとも200字で具体的に記入すること。
なお、著書、学術論文等が共著の場合は、担当部分及び頁数を明記し、また、本人の氏名を含め著作者全員の氏名を当該著書、学術論文等に記載された順に記入すること。

６．「氏名」の欄の㊞は、本人の署名をもって代えることができる。
※専任教員履歴･業績調書は、厳正に管理し、資格認定のための教育課程の審査にのみ使用します。
